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　資　　料　 特別支援教育センター研究紀要，17，19―28（2025）

Ⅰ．研究の背景と目的

１．自閉スペクトラム症児と保護者・教師の連携

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症（autism spectrum 
disorder　 以 下ASD） は， 神 経 発 達 症

（Neurodevelopmental Disorder）のひとつであ

り，コミュニケーションの困難さと限局的・反復

的な行動や興味のパターンによって特徴づけられ

る障害である１）。知的障害のあるASD児は，特

別支援学校や特別支援学級注）で支援を受けてい

たことに加え，2000年代に入ると，発達障害者支

援法４）の施行や特別支援教育の始まり10）により，

知的障害のないASD児も支援の対象となり，普

通学校の通常の学級や自閉症・情緒障害特別支援

学級に所属しながら支援を受けている。このよう

に，学校現場には様々なASD児が在籍している。

近年，ASD児を含んだ発達障害児者の家庭・

教育・福祉などの関係者同士が連携する必要性が

あるとしている11）13）が，障害児関係者の連携は

できていないという現状があり12），ASD児関係

者においても同様であると推測される。

保護者と教師の連携ができない理由は保護者の

教師に対する失望８）や関係者の状況の定義の不

一致５）があるとされており，関係者同士の行き

違いや，事象の捉え方のズレが連携の困難さの一

因と考えられる。保護者と教師のASD児の課題

認識の差異に関する研究について，今泉７）は文

献検討を行っているが，ASD児の課題認識の差

異だけが連携を阻害するとは言えず，保護者や教

師どちらか単一の立場が，他の立場の認識を推測

しながら比較する研究は散見されるが，保護者と

教師それぞれを対象に調査した上で比較しなけれ

ば，ASD児にまつわる事象をどのように認識し

ているのかは，推測の域を出ないと考える。
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促進に対する示唆を得るため，保護者と教師のASD児にまつわる事象の認識について，ど

のような知見が得られているのかを確認することとすることを目的に，保護者と教師のど

ちらも研究対象とし，比較された先行研究を検討した。該当する研究は，国内では２件，

海外では６件と少なかった。

　保護者と教師の認識として一致しやすいものは，ASD児の特性に関することや問題行

動，支援の必要性や支援体制への不満であった。また，保護者と教師の互いの認識に関し

ては，自分がしてほしい行動をしないことに苛立ったり，失望したりしていた。

　本研究により，保護者も教師も連携をしたいが，認識の差異や思いのすれ違いにより，

良好な関係の構築が難しいことが明らかとなった。教師は，ASD児の困難に不安を抱えて

いる保護者のエンパワメントをしながら保護者支援をしていくという視点が必要であるこ

とが示唆された。
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そこで，本研究の目的は，保護者と教師のどち

らも研究対象とし，比較された先行研究を検討す

ることにより，ASD児の保護者と教師の認識に

ついて，どのような知見が得られているのかを確

認することとする。この研究により，教師の保護

者支援における配慮点が示されると考えられる。

Ⅱ．方法

海外は，日本と教育システムが違うため一概に

比較できないが，保護者と教師という立場の関係

においては，共通するものがあると考えられるた

め海外研究も検索し，検討することにした。

１．国内文献の検索

　国内研究においては，CiNii を利用して文献の

検索をした。保護者と教師のASD児にまつわる

事象の認識に関する研究を検索するため，「保護

者」「親」「教師」「教員」「認識」「意識」「自閉」「発

達障害」「特別支援教育」という９個のキーワー

ドを組み合わせ，ASDの現在の概念と近いもの

として2014～2024年に限定して検索した。日本

においては，ASD児が発達障害者支援法や特別

支援教育の対象となっているため「発達障害」「特

別支援教育」もキーワードに入れ，博士論文，研

究プロジェクトは除外した。検索結果を精査し，

保護者と教師（教員）どちらも研究対象にして比

較しているものを対象とし，どちらかだけを研究

対象としたもの，保護者と教師を対象に調査はし

ているが，データを合わせて検討され，比較して

いないもの，明らかに自閉症が含まれていないも

の，教科教育，教育相談など全児童生徒を対象に

しているものを除外した。

　

２．海外文献の検索

海外研究においては，Google Scholar を利用

して文献を検索した。関連度の高い上位20件を確

認し，英文研究のみを対象とした。検索キーワー

ド は，「parent（s）」「teacher（s）」「educator
（s）」「autism」「ASD」「perspectives」「thinking」
「recognition」という８個のキーワードを組み合

わせ，現在の概念と近いものとして2014～2024
年に限定して検索した。障害児全般を対象とした

研究であっても，ASD児が明らかに含まれてい

るものはこれも対象とした。また，教師以外に学

校管理職も対象にした研究があったが，保護者と

教師との比較ができるため，これも対象とし，博

士論文，文献研究は除外した。検索結果を精査し，

保護者と教師のどちらも研究対象にして比較して

いるものを対象とし，どちらかだけを研究対象と

したもの，保護者と教師を対象に調査はしている

が，データを合わせて検討され，比較していない

ものは除外した。

３．本研究の表記と限界

立場の表現はさまざまであるが，本研究で

は，parent（s），親，保護者を「保護者」と し，

teacher（s），educator（s），教師，教員，担任，

を「教師」と表す。 国内文献・海外文献ともに，

ASD以外の障害児も対象になっているものがあ

るが，除外不可能なため対象とした。本稿では，

明らかにASD児を指している場合は「ASD児」

と表記するが，研究によりASD児を含む子ども

であった場合は，原文のまま表すこととする。

Ⅲ．倫理的配慮

本稿の執筆に際しては文献調査のため研究倫理

の審査を受けなかったが，研究者としての倫理規

定を遵守した。

Ⅳ．結果

　検索の結果，国内では２件，海外では６件が選

定された。このうち，ASDのみの保護者と教師

を対象にしたものが５件（全て海外文献），ASD
を含んだ障害児全般を対象にしたものが３件で

あった。サンプル数は10人（保護者５名，教師５

名）から740人（保護者305人，教師208人，校長

227人）であった。情報提供者として，保護者と

教師を対象にしたものが６件，保護者と教師と管

理職（校長含む）を対象にしたものが２件であっ

た。研究手法は，インタビュー，観察，会話の内

容分析などの質的研究が５件，質問紙による量的

研究が２件，質的研究・量的研究の混合研究が１

件であった。研究目的は，保護者と教師の考え

方や子どもに対する懸念についての一致や差異を

テーマにしたものが２件，保護者と教師の連携や

相互作用に関するものが４件，保護者と教師のイ

ンクルーシブ教育に関する認識の差異に関するも

のが２件であった。
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研究対象の選定について，Fig.1　研究対象の

選定に示した。

ASD児の保護者と教師の差異に関する先行研

究について整理した結果を資料（巻末）に示した。

Ⅴ．考察

　本研究の目的は，先行研究を検討することに

より，ASD児の保護者と教師のASD児に関する

事象の捉え方の比較をすることによって，どのよ

うな知見が得られているのかを，確認することで

あった。８件と少なくはあるが，本研究の結果か

ら保護者と教師のASD児に関わる認識を検討し

ていくこととする。

１．ASD児に対する認識
ASD児の課題について，Azad＆Mandell２）は，

保護者は社会的相互作用の障害，Syriopoulou-
Delli et al. 16）は，教師は他者の感情理解を課題

としているなど，保護者と教師に共通して，ASD
児の社会的相互作用の障害があるとしている。ま

た，Stephenson　et al.15）は，ASD児の特性が

インクルージョンの阻害要因になっているとして

おり，コミュニケーションや社会性などASDの

特性の認識は保護者と教師に共通しやすいと考え

られる。また，問題行動を重視する２）17）ことも，

保護者と教師に共通している。今泉７）は，ASD
の診断という明確な指標があることや，問題行動

は保護者と教師で情報共有をすることが多いた

め，保護者と教師はASD特性の認識が一致しや

すいとしており，本研究においても，明確な指標

のある特性や，問題行動，学校での他児との関わ

りについては情報共有されやすいと考えられるた

め，保護者と教師の認識が一致しやすいと考えら

れる。

学習に関しては，Azad＆Mandell２）は，保護

者は心配するが，教師は心配しないとしている

が，Syriopoulou-Delli et al.16）は，教師も学習

について心配するとしており，研究により結果が

異なっている。

保護者は努力しているとわかってほしい14），

ASD児の情報を得ていると思っている16）と，保

護者は我が子をよく理解していると思っている

が，教師は，保護者が将来の不安を誤魔化すため

に「子どもの困難は一時的なもので，教育課程を

経て普通に社会に入ることができる」と思ってい

る16），保護者は障害理解ができていない14）という

結果があり，保護者と教師のASD児の認識には

差異もある。Syriopoulou-Delli et al.16）は，教

師はASD児が仲間に入れないこと，集中力の欠

如，Azad＆Mandell２）は，ASD児の反復行動

やこだわりなど，教師だけが課題としているもの

もあり，教師は他の児童との関わり方や，学習に

関わる行動，問題行動やこだわりを課題とする傾

向があった。

以上のように，ASD児に対する認識は，ASD
特性や問題行動については保護者と教師で一致し

やすいが，保護者は我が子をよく理解している

と思っているにも関わらず，教師は，保護者が

ASD児を理解できていないと認識している。教

師は，ASD児が学校生活を送る上での困難につ

いて課題を感じやすいと考えられ，学習の心配に

関しては研究により異なっていたが，理由は不明

である。

２．ASD児への支援
保護者と教師に共通した不満としては，管理職

からサポートのなさ６），リソースの制約15），「チー

ム学校」が機能していない17）と報告されており，

個人の努力では変えられない体制への不満は保護

者と教師に共通したものであるといえる。

インクルーシブ教育についてStephenson et 
al.15）は，教師のよい実践，社会的スキルや交友・

友好を支援するためのプログラム，校外プログラ

ムのサポート，校内と特別活動が促進要因とな

ることは，保護者と教師は一致しているとして

いる。教師のよい実践とは，視覚的支援，ルー

ティンの構造化，報酬システム，明確な指導，カ

リキュラムの調整などであり，教師の良好な行動

管理がインクルージョンの促進要因となるとして

いる。また，Stephenson et al.15）は，保護者は，

Fig.１　研究対象の選定
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学校コミュニティがASD児を受け入れていない

ことが問題であり，協力的な学校コミュニティを

求めており，ASD児のいじめ問題に敏感である

ことに対し，教師は，ASD児を受け入れられや

すい学校コミュニティやASD児が過ごしやすく

配慮するための感覚の問題については言及がない

としており，認識の差があるといえる。国内のイ

ンクルーシブ教育の研究では，山本17）は，保護

者と教師の悩みとして，保護者は，子どもの障害

を前提として，改善しない焦りや情報不足である

ことに対し，教師は，個別の特性に配慮した指導

ができるよう「適正指導」をゴールとするが，タ

イムラグがあるため悩みとなっているとしてい

る。

以上のように，ASD児への支援に関しては，

個人の努力では変えにくい支援体制には，保護者

と教師共通して不満を持っており，インクルーシ

ブ教育には教師のよい実践や効果的なプログラム

が大事であるという認識も共通していた。しか

し，インクルーシブ教育がうまくいかない原因に

ついては，保護者は，学校がASD児を受け入れ

ることへの配慮不足やASD児の課題が改善され

ないことなどと認識しているが，教師は，ASD
児の学校での過ごしやすさについての改善より

は，個に応じた適切な指導を重視しており，保護

者と教師の間でインクルーシブ教育とはなにかと

いう概念やその在り方には差異があると考える。

３．保護者と教師の相互の認識

保護者と教師の相互の親しみや配慮としては，

保護者が教師に親しみやすさを感じている14），保

護者と教師が互いに相手が忙しいだろう，ASD
児と関わるのは大変だろうと気遣っている３）な

どがある。

自分が障害児支援についてどれだけ専門的な知

識や技術があるかということについて，保護者

は，教師に保護者にも意見を聞いてほしく，保

護者も努力していると思ってほしい14），保護者は

ASD児の情報を得ていると思っている16）と，我

が子の子育てについて自信がある。一方で，教師

も，子どもの学習のニーズが分かっている，環境

を整えることができる，子どもが学校でしてほし

いことがなされている，子どものことを保護者に

伝えていると捉えている14），教師は細やかな保護

者対応や教育実践を意識している９）と，教師も

高い専門性を誇っており，それぞれがASDに関

する自己の専門性を高く評価している。このた

め，Azad et al.３）は，お互いになぜ正しい支援

をしてくれないのかと苛立つとしており，保護者

と教師は，互いに自分がよいと認識している支援

を相手に求めているといえる。

また，ASD児への関わり方の互いの不満とし

て，保護者は，教師が学校でASD児に対応せ

ず，連れ出すことだけをしているように感じ，教

師が特別支援の訓練を受けていないと感じてい

る14）と教師のASD児への関わり方に不満をもっ

ている。一方で，教師は，保護者は協力的ではな

い６）14），家庭における保護者のASD児に適切で

積極的な関わりを求める３）としており，保護者

と教師は他の立場のASD児との関わり方に不満

をもっている。

保護者と教師のやり取りに関する不満もみら

れた。LaBarbera14）は，保護者は教師に対して，

よい評価の反面，コミュニケーションには苛立ち

もあるとしている。連絡帳について保護者は，教

師が連絡帳に知りたいことを書いてくれない14），

子どもの強みや以前からの成長など保護者が知り

たいことが連絡帳に書かれていない３）としてい

る。教師は，連絡帳を大事にしており，保護者に

伝えたので，保護者が分かっているはずと思って

いる14），教師は保護者に対して，連絡帳に書いて

いることに反応してほしい３）としており，保護

者と教師は連絡帳に求めることに差異がある。ま

た，保護者は教員との連携の方法について，保

護者は個別懇談や学級通信が有効９）としている

ことに対し，教師は，保護者が教師と直接会うこ

とや，保護者に学校に来て本人の様子を見てほし

い３），学級懇談，電話連絡など口頭でのやり取り

が有効９）とあり，保護者は個別の丁寧な対応や

紙面を通じたやり取りを求めているのに対し，教

師は学校場面や口頭での直接の関わりを求めてい

る。

また，保護者は，教師から「自分でしろ」と言

われているような気がし，「難しい保護者に対応

している」と思われて，敵視されていると感じ

る14）など，教師から悪く思われているとしてい

る。教師も，教師が教育的ニーズを正しく評価し

ていることを，保護者が理解してくれない14）16），
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教育の専門家として信頼されていない 14）と捉え

ており，互いにネガティブな評価をされていると

捉えていた。

以上のように，保護者と教師はお互いに親しみ

をもっており，協力的でありたいとは思っている

が，相互によい支援をしてくれてないと捉え，不

満となっていた。これは，保護者は専門家ではな

く，我が子からASDを理解するが，教師は教育

の専門家であるため，他の児童との比較やASD
という障害からASD児を理解すると考えられ，

保護者の方がより個別的関わりを求めていると考

える。そのため，それぞれの「正しい支援」にズ

レが生じている可能性がある。また，連絡帳など

のやりとりにおいては，お互いに伝達がうまく

いっていないと感じており，蔑ろにされたり，悪

く思われたりしていると捉えていることから，保

護者が教師と対面することを回避したい気持ちに

もつながると考えられ，教師が対面での関わりを

望むのであれば，保護者の回避したい心情理解を

しながら，歩み寄る姿勢が必要であると考える。

４．保護者と教師の連携と保護者支援

　複数の文献で，保護者も教師も共通して，保護

者と教師の連携や，家庭と学校の連携については

肯定的な結果が得られていた。特に，海外研究で

は，協働をあらわす“collaboration”という言葉

がよく使用され，ASD児のために協力して活動

することに価値を置く傾向があった。また，保護

者と教師はお互いに表裏なく，本音で話し合え

ることを望んでいる14）３）。Syriopoulou-Delli et 
al.16）は，保護者と教師の多くが，情報や意見を

交換し合うコミュニケーションと協働が必要と捉

えるとしており，話し合いと協働で子どもの行動

がよくなるとしている。

保護者も教師も，保護者は尊重されなければな

らない３），保護者には支援が必要16）と，支援の必

要性については共通している。教師は，保護者の

支援について，保護者の話を聞けており，保護者

と教師の意見が違っていても保護者の意見を尊重

している14）と，教師は支援ができていると認識

している。しかし，保護者は，学校だけでなく支

援制度の内外で相談相手をみつけ17），学校の保護

者へのコミュニケーションとサポートは比較的少

ない15）と認識しており，教師が保護者を支援で

きていると思っているほど，保護者は支援されて

いると捉えていないと考えられる。

以上のように，保護者と教師は連携していきた

い気持ちや保護者支援が必要であるという認識は

共通しており，お互いに本音で語り合える関係を

求めている。しかし，教師が保護者支援はうまく

いっていると認識しているほどには，保護者は満

たされていない。改めて，保護者のニーズを捉え，

必要な支援をしていくべきである。

Ⅵ．まとめ

本研究の目的は，保護者と教師のどちらも対象

とし，比較された先行研究を検討することによ

り，ASD児の保護者と教師の認識について，ど

のような知見が得られているのかを確認すること

であった。ところが，保護者と教師のどちらかの

調査から認識の比較をする研究や，ASD児の課

題認識の差異に関する研究は散見されるものの，

ASD児の保護者と教師の認識について，それぞ

れを研究対象にした研究は国内外において大変少

なく，貴重なものであった。

しかし，少ない中であっても，認識の一致や差

異には一定の傾向があった。一致しやすいもの

は，ASD児の特性に関することや問題行動，支

援の必要性や支援体制への不満であった。診断な

ど定義があるものは共通認識がしやすく，ASD
児の問題行動は保護者と教師で情報共有する機会

が多く，支援の必要性や支援体制への不満は，保

護者と教師どちらの責任でもない共通のテーマで

あるので，話しやすいのではないかと考える。し

かし，保護者の気にならない行動であっても，教

師は学校生活において困難であればASD児の課

題と捉えるなど，ASD児の課題の認識には差異

があった。また，ASD児はコミュニケーション

と社会性の課題があるため，他児と共にどう教育

を行うのかというインクルーシブ教育の難しさが

考えられる。しかし，本研究より，インクルーシ

ブ教育とはなにかという概念の違いや，保護者支

援の保護者のニーズと教師の実行のミスマッチが

あると考えられ，保護者と教師のおかれている立

場や価値観の違いから，それぞれの思いがズレて

しまう現状があると考えられる。

互いの認識に関しては，信頼関係もあり，忌憚

なく話したいという気持ちはあるものの，お互い
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に相手がASD児への関わり方や連絡帳を介して

の伝達など，自分がしてほしい行動をしないこと

に苛立ったり，失望したりしている。つまり，保

護者と教師はASD児を間に置くことについては

比較的よい関係を築きやすいが，直接対峙すると

緊張関係になりやすいのではないだろうか。

本研究により，保護者も教師も連携をしたいと

思っているが，認識の差異や思いのすれ違いによ

り，良好な関係の構築が難しいことが明らかと

なった。しかし，研究によって結果が異なるもの

があることや，保護者と教師を対象にしてその認

識を比較した研究が少ないこともあり，不明なこ

とも多い。Syriopoulou-Delli et al.16）は，保護

者は学校教育の時間は無駄ではないとしながら

も，「子どもは困難を必ず克服する」と思ってい

ないが，教師は「子どもは困難を必ず克服する」

と思っているとしており，教師の見立ての中で，

適切な指導をすることでASD児の将来をよくす

るという，ASD児への期待と教師としての専門

性を自負していると考えられる。教師は教育の専

門家である。保護者との連携は，対等の立場で協

働するというよりは，まず，ASD児の困難に不

安を抱えている保護者のエンパワメントをしなが

ら保護者支援をしていくという視点が必要であろ

う。

本研究は先行研究を検討することにより，保護

者と教師の認識について検討するものであった。

今後は，日本文化の中で保護者と教師の連携を推

進するために，保護者と教師それぞれを調査し，

どのような認識であるのかを比較検討する研究が

必要であると考える。

注）特別支援学校・学校教育法等の一部を改正す

る法律（平成19年４月１日施行）以前は，特別支

援学校は障害種別により盲学校・聾学校・養護学

校，特別支援学級は特殊学級とよばれていた。
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者
が

子
ど

も
の

困
難

に
つ

い
て

情
報

を
得

て
い

る
と

捉
え

て
い

る
。

・
多

く
の

保
護

者
は

学
校

教
育

の
時

間
は

無
駄

で
は

な
い

と
捉

え
て

い
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
協

働
で

，
学

校
適

応
の

向
上

，
行

動
の

問
題

の
改

善
，

学
習

意
欲

の
向

上
。

将
来

の
不

安
を

誤
魔

化
す

た
め

に
「

子
ど

も
の

困
難

は
一

時
的

な
も

の
で

，
教

育
課

程
を

経
て

普
通

に
社

会
に

入
る

こ
と

が
で

き
る

」
と

思
っ

て
い

る
。

・
多

く
の

教
師

が
，

保
護

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
協

働
で

，
対

人
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
，

子
ど

も
の

自
信

が
つ

く
と

捉
え

て
い

る
。

・
多

く
の

教
師

が
保

護
者

が
子

ど
も

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
を

知
る

こ
と

，
親

子
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
，

学
校

生
活

の
改

善
が

大
事

と
捉

え
て

い
る

。
・

子
ど

も
は

家
の

こ
と

を
話

す
。（

教
師

が
時

間
を

割
い

て
い

る
）

・
子

ど
も

の
問

題
（

pr
ob

le
m

）
を

受
け

入
れ

て
い

る
と

回
答

し
た

の
は

半
数

に
と

ど
ま

る
。

・
多

く
の

教
師

が
保

護
者

は
学

校
の

仕
組

み
を

わ
か

っ
て

い
な

い
。

・
多

く
の

教
師

は
「

子
ど

も
は

困
難

を
必

ず
克

服
す

る
」

と
捉

え
て

い
る

。
・

多
く

の
教

師
は

保
護

者
は

子
ど

も
の

困
難

に
つ

い
て

情
報

を
得

て
い

な
い

と
思

っ
て

い
る

。
・

多
く

の
教

師
は

，
教

師
の

子
ど

も
の

特
別

な
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

の
評

価
を

，
保

護
者

が
信

頼
し

て
い

な
い

と
捉

え
て

い
る

。
・

多
く

の
教

師
の

子
ど

も
の

気
に

な
る

と
こ

ろ
は

，
他

者
の

感
情

理
解

，
仲

間
に

入
れ

な
い

，
集

中
力

の
欠

如
，

学
習

の
問

題
，

行
動

の
問

題
。
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ア
メ

リ
カ

両
親

と
教

師
が

（
１

）
自

閉
症

の
子

ど
も

に
対

す
る

懸
念

に
つ

い
て

合
意

し
て

い
る

か
ど

う
か

，（
２

）
機

会
が

あ
れ

ば
，

こ
れ

ら
の

懸
念

に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
い

る
か

ど
う

か
を

調
べ

る
こ

と
。

幼
稚

園
か

ら
小

学
校

５
年

生
ま

で
の

自
閉

症
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

39
名

の
自

閉
症

児
の

保
護

者
と

教
師

を
対

象
に

，
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

心
配

事
に

つ
い

て
い

て
一

緒
に

話
し

合
う

様
子

を
観

察
。

そ
れ

ぞ
れ

の
第

一
の

関
心

事
を

(１
)学

業
，

(２
)問

題
行

動
，

(３
)自

助
，

(４
)社

会
的

相
互

作
用

，
(５

)コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
，

(６
)制

限
，

反
復

，
定

型
行

動
と

い
う

６
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
分

類
。

両
親

と
教

師
が

（
１

）
自

閉
症

の
子

ど
も

に
対

す
る

懸
念

に
つ

い
て

合
意

し
て

い
る

か
ど

う
か

，（
２

）
機

会
が

あ
れ

ば
，

こ
れ

ら
の

懸
念

に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
い

る
か

ど
う

か
を

調
べ

る
こ

と
。

保
護

者
と

教
師

は
同

じ
懸

念
を

共
有

し
て

い
な

い
。

第
一

，
第

二
の

関
心

ご
と

は
一

致
し

て
い

る
が

，
そ

れ
は

話
し

合
わ

れ
ず

に
新

た
な

関
心

ご
と

に
つ

い
て

話
し

合
わ

れ
た

。
信

頼
関

係
が

な
い

と
，

本
当

の
心

配
事

を
話

せ
な

い
。

自
閉

症
児

の
社

会
的

相
互

作
用

の
障

害
，

問
題

行
動

は
一

致
し

や
す

い
。

保
護

者
が

最
も

懸
念

し
て

い
る

の
は

，
社

会
的

相
互

作
用

の
障

害
（

28
％

）
，

問
題

行
動

（
26

％
）
，

学
業

（
18

％
）

　
二

次
的

に
は

保
護

者
に

最
も

多
か

っ
た

の
は

問
題

行
動

（
36

％
）
，

次
い

で
学

業
（

18
％

）
，

社
会

的
相

互
作

用
（

15
％

）。
保

護
者

が
最

も
懸

念
し

て
い

な
い

の
は

，
制

限
的

，
反

復
的

，
固

定
的

な
行

動
（

３
％

）。

教
師

に
と

っ
て

の
最

大
の

関
心

事
は

問
題

行
動

（
31

％
）

で
あ

り
，

次
い

で
社

会
的

相
互

作
用

の
障

害
（

18
％

）
，

制
限

的
・

反
復

的
・

固
定

的
な

行
動

（
18

％
）
。

二
次

的
関

心
事

は
，

社
会

的
相

互
作

用
の

障
害

（
26

％
）
，

問
題

行
動

（
26

％
）

が
最

も
多

く
，

次
い

で
学

業
（

20
％

）。
教

師
が

最
も

懸
念

し
て

い
な

い
の

は
学

業
（

８
％

）。
教

師
は

学
業

が
通

常
の

範
囲

に
収

ま
っ

て
い

る
の

で
気

に
し

な
い

が
，

学
級

運
営

に
影

響
を

与
え

る
行

動
は

気
に

す
る

。
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4
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20
17

ア
メ

リ
カ

量
的

お
よ

び
質

的
方

法
の

両
方

を
通

し
て

，
学

校
の

共
同

作
業

へ
の

取
り

組
み

に
対

す
る

自
閉

症
の

児
童

・
生

徒
の

保
護

者
と

教
師

の
満

足
度

を
評

価
す

る
こ

と

自
閉

症
児

の
保

護
者

28
名

と
教

師
10

2名
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
。

質
問

項
目

と
自

由
記

述
を

設
定

。
記

述
統

計
に

よ
っ

て
分

析
。

教
育

的
実

践
，

家
族

中
心

の
実

践
，

協
働

的
実

践
が

，
養

護
者

と
専

門
家

の
協

働
に

対
す

る
総

合
的

な
満

足
度

を
ど

の
程

度
左

右
す

る
か

を
探

る
た

め
に

，
ラ

イ
ナ

ー
回

帰
分

析
。

自
閉

症
児

の
保

護
者

と
教

師
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
問

題
が

あ
る

。
保

護
者

は
教

師
が

自
閉

症
児

支
援

の
訓

練
を

受
け

て
い

る
か

を
知

り
た

い
。

保
護

者
は

，
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

を
聞

い
て

く
れ

る
，

保
護

者
を

理
解

し
て

く
れ

る
，

保
護

者
の

知
識

を
尊

重
し

て
く

れ
る

こ
と

を
望

ん
で

い
る

。
教

師
は

保
護

者
よ

り
教

師
の

実
践

を
高

く
評

価
し

て
い

る
。

保
護

者
と

教
師

の
ど

ち
ら

が
，
知

識
，
ス

キ
ル

，
パ

ワ
ー

，
専

門
性

を
も

っ
て

い
る

の
か

と
い

う
の

認
識

が
違

う
こ

と
が

理
由

。
保

護
者

は
学

校
と

の
連

携
に

不
満

が
あ

る
の

で
，

保
護

者
の

参
画

を
促

進
す

る
た

め
の

検
討

が
必

要
。

・
保

護
者

も
教

師
も

オ
ー

プ
ン

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
望

ん
で

い
る

。
・

親
し

み
や

す
さ

を
感

じ
て

い
る

。
・

保
護

者
の

話
を

聞
け

て
い

る
。

・
保

護
者

と
教

師
の

意
見

が
違

っ
て

い
て

も
保

護
者

の
意

見
を

尊
重

し
て

い
る

。
　

※
保

護
者

85
％

　
教

師
10

0％
で

あ
り

，
差

異
が

あ
る

と
も

い
え

る
。

・
教

師
に

対
し

て
よ

い
評

価
を

し
て

い
る

が
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

苛
立

ち
も

。
・

保
護

者
は

教
師

か
ら

「
自

分
で

し
ろ

」
と

言
わ

れ
て

い
る

と
感

じ
て

い
る

。
・

保
護

者
は

教
師

が
特

別
支

援
の

訓
練

を
受

け
て

い
な

い
と

感
じ

て
い

る
。

・
保

護
者

は
，

教
師

か
ら

「
難

し
い

保
護

者
に

対
応

し
て

い
る

」
と

思
わ

れ
て

い
る

。
敵

視
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
る

。
・

保
護

者
は

，
教

師
が

学
校

で
自

閉
症

児
に

対
応

せ
ず

，
連

れ
出

す
だ

け
し

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
。

・
保

護
者

は
，

教
師

が
連

絡
帳

に
知

り
た

い
こ

と
を

書
い

て
く

れ
な

い
。

・
保

護
者

の
教

育
に

対
す

る
評

価
は

低
い

。
・

保
護

者
は

教
師

に
意

見
を

聞
い

て
ほ

し
い

。
保

護
者

も
努

力
し

て
い

る
と

思
っ

て
ほ

し
い

。

・
教

師
は

教
師

を
，

学
習

の
ニ

ー
ズ

が
分

か
っ

て
い

る
，

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

，
子

ど
も

が
学

校
で

し
て

ほ
し

い
こ

と
が

な
さ

れ
て

い
る

，
子

ど
も

の
こ

と
を

保
護

者
に

伝
え

て
い

る
と

捉
え

て
い

る
。

・
教

師
は

，
連

絡
帳

を
大

事
に

し
て

お
り

，
保

護
者

に
伝

え
た

の
で

，
保

護
者

が
分

か
っ

て
い

る
と

思
っ

て
い

る
。

・
教

師
は

，「
自

閉
症

」
が

家
族

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
与

え
る

か
わ

か
っ

て
い

る
，

保
護

者
と

教
師

の
協

働
，

学
校

と
家

庭
の

相
互

信
頼

と
尊

敬
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

オ
ー

プ
ン

で
あ

る
こ

と
を

重
視

し
て

い
る

。
・

教
師

は
保

護
者

に
対

し
て

，
教

育
的

ニ
ー

ズ
を

わ
か

っ
て

い
な

い
，

教
育

の
専

門
家

と
し

て
の

教
師

を
理

解
し

て
い

な
い

，
障

害
理

解
が

で
き

て
い

な
い

，
連

絡
帳

に
反

応
が

な
い

，
協

力
的

で
は

な
い

と
捉

え
て

い
る

。
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リ
カ

自
閉

症
児

の
保

護
者

と
教

師
の

相
互

作
用

に
関

す
る

認
識

や
傾

向
を

よ
り

よ
く

理
解

す
る

こ
と

。

自
閉

症
児

を
担

当
す

る
18

人
の

教
師

（
18

教
室

）
と

39
人

の
自

閉
症

児
の

保
護

者
に

キ
ー

・
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ン

ト
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

分
析

に
よ

る
質

的
研

究
。

保
護

者
も

教
師

も
保

護
者

の
存

在
を

重
視

し
て

い
る

が
，

保
護

者
と

教
師

は
お

互
い

不
満

を
も

っ
て

い
る

。
保

護
者

も
教

師
も

相
手

に
気

を
遣

っ
て

多
く

の
関

与
を

求
め

て
い

な
い

。
保

護
者

も
教

師
も

自
分

の
専

門
性

が
尊

重
さ

れ
て

な
い

よ
う

で
不

満
が

あ
る

。
保

護
者

と
教

師
の

相
互

作
用

の
改

善
が

連
携

に
必

要
で

あ
る

。

・
保

護
者

は
尊

重
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
相

手
（

保
護

者
に

と
っ

て
教

師
，

教
師

に
と

っ
て

保
護

者
）

に
本

音
で

話
し

て
ほ

し
い

。
・

相
手

（
保

護
者

に
と

っ
て

教
師

，
教

師
に

と
っ

て
保

護
者

）
が

忙
し

い
だ

ろ
う

，
自

閉
症

児
と

関
わ

る
の

は
大

変
だ

ろ
う

。
・

お
互

い
自

分
に

専
門

知
識

が
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

の
で

相
手

（
保

護
者

に
と

っ
て

教
師

，
教

師
に

と
っ

て
保

護
者

）
が

「
な

ぜ
し

て
く

れ
な

い
の

か
？

」
と

苛
立

っ
て

い
る

。
・

自
分

の
立

場
だ

け
で

は
う

ま
く

い
か

な
い

と
思

っ
て

い
る

の
で

，「
相

手
の

立
場

に
も

し
て

ほ
し

い
」

と
思

っ
て

い
る

。

・
学

校
か

ら
伝

わ
る

情
報

の
内

容
が

気
に

な
る

。
・

教
師

に
対

し
て

，
保

護
者

が
し

て
ほ

し
い

こ
と

を
分

か
っ

て
な

い
と

感
じ

て
い

る
。

・
教

師
の

誰
が

我
が

子
を

支
援

し
て

い
る

の
か

知
り

た
い

が
わ

か
ら

な
い

の
で

知
り

た
い

。
・

連
絡

帳
で

は
，

毎
日

の
報

告
だ

け
で

な
く

，
成

長
や

全
体

的
成

長
段

階
に

つ
い

て
知

り
た

い
。

・
連

絡
帳

で
，

事
実

が
そ

う
で

あ
る

な
ら

ば
「

で
は

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
？

」
と

い
う

こ
と

が
知

り
た

い
。

・
悪

い
と

こ
ろ

ば
か

り
で

な
く

，
我

が
子

の
強

み
を

聞
き

た
い

。

・
保

護
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

が
気

に
な

る
。

・
保

護
者

に
は

連
絡

帳
に

反
応

し
て

ほ
し

い
。

例
え

ば
，

し
っ

か
り

読
ん

で
家

庭
で

対
応

す
る

な
ど

し
て

ほ
し

い
。

・
保

護
者

は
教

師
と

会
っ

て
ほ

し
い

。
学

校
で

の
本

人
の

様
子

を
見

て
ほ

し
い

。
・

保
護

者
に

も
っ

と
積

極
的

に
自

閉
症

児
に

関
わ

っ
て

ほ
し

い
。

・
家

庭
で

保
護

者
は

自
閉

症
児

に
適

切
な

対
応

を
し

て
い

な
い

。

6
久

保
恭

子
　

坂
本

裕
20

20
日

本
特

別
支

援
学

校
（

知
的

障
害

）
小

・
中

学
部

教
員

の
専

門
性

と
，

家
庭

と
学

校
の

連
携

方
法

に
対

す
る

保
護

者
と

教
員

の
意

識
の

差
を

検
討

す
る

こ
と

。

特
別

支
援

学
校

（
知

的
障

害
）

小
・

中
学

部
教

員
28

5名
，

保
護

者
30

4名
に

小
・

中
学

部
教

員
専

門
性

評
価

尺
度

と
連

携
方

法
に

つ
い

て
の

質
問

紙
調

査
。

M
an

n
‒W

h
it
n
ey

の
U

検
定

，
カ

テ
ゴ

リ
カ

ル
回

帰
分

析
。

教
員

は
保

護
者

以
上

に
き

め
細

や
か

な
保

護
者

と
の

連
携

や
子

ど
も

の
自

立
的

な
生

活
に

つ
な

が
る

教
育

実
践

を
意

識
。

連
携

方
法

は
，

保
護

者
は

「
個

別
懇

談
」「

学
級

通
信

」，
教

員
は

「
学

級
懇

談
」「

電
話

連
絡

」
を

有
効

と
し

て
い

る
。

　
・

教
員

と
の

連
携

は
，

個
別

懇
談

や
学

級
通

信
が

有
効

。
・

教
員

は
保

護
者

以
上

に
，

細
や

か
な

保
護

者
対

応
や

教
育

実
践

を
意

識
し

て
い

る
。

・
保

護
者

と
の

有
効

な
連

携
は

，
学

級
懇

談
，

電
話

連
絡

な
ど

口
頭

で
の

や
り

取
り

を
し

た
い

。
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7

S
te
ph

en
so

n
, 
Je

n
n
if
er
, 
B
ro

w
n
e,
 L

ea
h
, 

C
ar
te
r,
 M

ar
k,
 C

la
rk

, 
T
re
v
or

, 
C
os

tl
ey

, 
D
e
b
ra

, 
M

a
rt

in
, 

Jo
n
, 

W
il
li
a
m

s,
 

K
a
tr
in

a
, 
B
ru

ck
, 
S
u
sa

n
, 
D
a
v
ie

s,
 

L
ou

is
e,
 S

w
el
le
r,
 N

ao
m
i

20
20

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

自
閉

症
児

を
小

学
校

の
学

級
に

受
け

入
れ

る
促

進
要

因
と

障
壁

に
つ

い
て

，
保

護
者

・
教

師
・

校
長

の
見

解
を

確
認

し
，

時
間

の
経

過
に

伴
う

認
識

の
変

化
を

探
る

こ
と

。

自
閉

症
の

保
護

者
，

教
師

，
校

長
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
。

30
5

人
の

保
護

者
面

接
,2
08

人
の

教
師

面
接

,2
27

人
の

校
長

面
接

を
,

３
年

半
に

わ
た

っ
て

６
ヶ

月
間

隔
で

収
集

。
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
内

容
を

要
因

に
分

類
し

，
要

因
の

見
直

し
が

行
わ

れ
，

カ
テ

ゴ
リ

の
定

義
を

修
正

し
，

い
く

つ
か

の
カ

テ
ゴ

リ
を

ま
と

め
て

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

対
象

者
に

で
き

る
限

り
共

通
性

を
持

た
せ

る
方

法
を

と
り

，
異

な
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

対
象

者
が

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

の
促

進
要

因
と

障
壁

に
つ

い
て

言
及

し
た

総
数

を
順

位
付

け
し

，
そ

の
後

，
子

ど
も

に
つ

い
て

の
促

進
要

因
と

バ
リ

ア
に

つ
い

て
言

及
さ

れ
た

数
を

順
位

付
け

。

自
閉

症
児

の
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

促
進

要
因

・
阻

害
要

因
を

，
保

護
者

，
教

師
，

校
長

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
に

よ
り

検
討

。
最

も
多

く
挙

げ
ら

れ
た

促
進

要
因

は
教

師
の

実
践

で
あ

っ
た

。
最

も
多

く
挙

げ
ら

れ
た

阻
害

要
因

は
，

生
徒

自
身

の
特

性
要

因
で

あ
っ

た
。

・
教

師
の

よ
い

実
践

（
視

覚
的

支
援

，
ル

ー
テ

ィ
ン

の
構

造
化

，
報

酬
シ

ス
テ

ム
，

明
確

な
指

導
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
調

整
な

ど
）

が
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

促
進

要
因

と
な

る
。

・
良

好
な

行
動

管
理

が
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

促
進

要
因

と
な

る
。

・
生

徒
の

特
性

が
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

阻
害

要
因

に
な

っ
て

い
る

。

・
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

促
進

に
は

教
師

の
態

度
と

連
携

が
関

係
し

て
い

る
。

教
師

の
よ

い
態

度
，

社
会

的
ス

キ
ル

や
交

友
・

友
好

を
支

援
す

る
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
，

校
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

サ
ポ

ー
ト

，
校

内
と

特
別

活
動

が
促

進
要

因
と

な
る

。
・

学
校

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
自

閉
症

児
を

受
け

入
れ

て
い

な
い

こ
と

が
阻

害
要

因
。

協
力

的
な

学
校

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
必

要
。

・
保

護
者

は
，

学
校

や
教

師
に

関
連

し
た

阻
害

要
因

に
つ

い
て

言
及

す
る

傾
向

が
強

い
。

教
師

の
態

度
や

支
援

員
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

に
影

響
す

る
。

・
保

護
者

は
，

他
の

立
場

と
の

不
一

致
を

多
く

語
っ

て
い

る
。

・
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

阻
害

要
因

は
教

師
の

態
度

や
や

り
方

が
悪

い
こ

と
や

，
社

会
性

や
友

達
関

係
の

サ
ポ

ー
ト

が
な

い
，

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

が
な

い
，

管
理

職
が

自
閉

症
児

の
話

を
聞

い
て

く
れ

ず
サ

ポ
ー

ト
が

な
い

な
ど

，
学

校
の

体
制

が
悪

い
こ

と
で

あ
る

。
・

学
校

の
保

護
者

へ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

サ
ポ

ー
ト

は
比

較
的

少
な

い
。

・
生

徒
が

阻
害

要
因

要
因

で
は

あ
る

が
，

学
校

や
教

師
に

も
原

因
は

あ
る

。
・

自
閉

症
児

の
い

じ
め

問
題

を
認

識
し

て
い

る
。

・
校

長
や

教
師

は
，

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

の
阻

害
要

因
に

つ
い

て
，

リ
ソ

ー
ス

の
制

約
な

ど
，

学
校

職
員

が
直

接
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
な

い
他

の
要

因
も

よ
く

挙
げ

て
い

る
。

＜
教

師
＞

・
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

た
め

に
は

補
助

教
員

の
支

援
が

促
進

要
因

と
な

り
，

支
援

員
の

不
足

は
阻

害
要

因
と

な
る

。
・

教
師

の
よ

い
行

動
管

理
，

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

が
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

促
進

要
因

と
な

る
。

・
教

師
は

，
受

け
入

れ
ら

れ
や

す
い

学
校

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
つ

い
て

は
言

及
が

少
な

い
。

・
感

覚
の

問
題

に
つ

い
て

の
言

及
は

全
体

的
に

少
な

い
が

，
感

覚
の

問
題

が
阻

害
要

因
に

な
っ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
教

師
は

言
及

し
て

い
な

い
。

＜
校

長
＞

・
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
の

た
め

に
は

，
学

校
と

家
庭

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
，

協
力

的
な

学
校

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

，
教

師
の

態
度

，
支

援
員

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
促

進
要

因
と

な
る

。
・

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

の
た

め
の

資
金

や
リ

ソ
ー

ス
（

支
援

ス
タ

ッ
フ

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

，
生

徒
の

要
因

，
自

閉
症

会
か

ら
の

支
援

，
個

別
計

画
，

線
的

支
援

，
教

育
機

関
か

ら
の

支
援

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
見

直
し

な
ど

）
が

な
い

こ
と

が
阻

害
要

因
。

8
山

本
希

代
子

20
23

日
本

通
常

学
級

で
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
に

向
け

た
多

職
種

連
携

体
制

の
課

題
を

保
護

者
と

教
員

の
意

識
の

差
異

よ
り

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。

障
害

児
の

保
護

者
５

名
と

教
師

５
名

に
対

す
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

。
S
C
A
T
・

K
J法

に
よ

る
質

的
分

析
。

通
常

学
級

で
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

を
行

う
た

め
の

連
携

の
課

題
を

保
護

者
と

教
員

の
意

識
の

差
異

に
よ

り
明

ら
か

に
し

た
。

保
護

者
は

学
校

を
含

め
，

医
療

・
福

祉
・

行
政

・
親

の
会

な
ど

の
相

談
支

援
体

制
が

あ
り

，
相

談
相

手
が

あ
る

が
，

教
員

は
孤

立
し

が
ち

。
教

員
は

一
斉

授
業

と
個

別
授

業
の

二
通

授
業

で
教

師
は

自
己

有
用

感
が

低
下

し
て

い
る

。

　
・

保
護

者
は

，
支

援
制

度
の

内
外

で
相

談
相

手
を

み
つ

け
て

い
る

。
・

子
ど

も
の

障
害

を
前

提
と

し
て

，
改

善
し

な
い

焦
り

や
情

報
不

足
で

悩
ん

で
い

る
。

・
個

別
の

特
性

に
配

慮
し

た
指

導
が

で
き

る
よ

う
「

適
正

指
導

」
と

い
う

ゴ
ー

ル
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

お
り

，
教

員
の

困
り

感
は

「
支

援
に

つ
な

げ
る

た
め

の
タ

イ
ム

ラ
グ

」。
・

通
常

教
育

の
中

の
集

団
教

育
，

特
別

支
援

教
育

の
個

別
対

応
と

い
う

教
員

の
専

門
性

が
発

揮
で

き
な

い
，

二
重

授
業

の
状

態
化

に
ジ

レ
ン

マ
を

抱
え

て
い

る
。

・「
チ

ー
ム

学
校

」
が

機
能

し
て

お
ら

ず
，

一
人

で
抱

え
込

ん
で

し
ま

う
。




